









Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
生存 圏研 究 第10号p.472014年
2)低 炭 素 居 住 圏 の 確 立 に 資 す る 植 物 由 来 脂 溶 性 生 理 活 性 成 分 の
耐 虫 ・耐 朽 性 評 価 と 大 量 生 産 デ ザ イ ン
矢 崎 一 史(京 都 大 学 ・生存 圏 研 究所)
1.研 究組織
代表者氏名:矢 崎 一史(京 都大学 ・生存 圏研究所)
共同研究者:吉 村 剛(京 都 大学 ・生存圏研究所)
高梨 功次郎(京 都大学 ・生存圏研 究所)
小野 和子(京 都大学 ・生存 圏研究所)
豊 岡 公徳(理 化学研究所)
2.新 領域開拓 のキー ワー ドと関連 ミッシ ョン
生理活性 、環境未来千年居住圏
ミッシ ョン1:環 境計測 ・地球再生
3.研 究概要
本研究では、住宅居や文化財 の原料で ある木材の耐虫 ・耐朽性 を担 う物質を、石油資源 に
よらない脂溶性 の植物生理活性成分 に求 め、その活性 の定量評価 と応用 に向けた大量生産 を
目指 してい る。材料 としてナ フ トキノン系脂溶性生理活性物質(シ コニ ン類)を 生産す るム
ラサキ科ム ラサ キ(〃 訪05ρθZ〃刀θび 訪ZOZカノZO刀)の培養細胞に着 目し、H25年度 はまず ム
ラサキ抽出物 の耐 虫性 ・耐朽性の評価 を行った。乾燥 させたム ラサキの根(硬 紫根)の アセ
トンお よびメタノール抽 出エ キスを用い、イエ シロア リ(0ρ 606θ撒 3fb溜05∂刀〃3)に対す
る活性 を評価 した。その結果、メタノール抽 出液処理区において顕著 な殺 シ ロア リ活性 が観
察 された。同様 に、2種 の木材腐朽菌(1}∂〃厩θ∬ θ∬ ノoo/ozおよび ん伽 オop3/3ρ∂1〃訂zf3)
に対す る活性 を評価 した ところ、アセ トンお よび メタノール両抽 出液処理区において生育阻
害活性が観察 された。 これ らの活性 は、現況 で使用 され てい る化学合成耐腐朽剤 と比べ高い
ものではなかった ものの、ムラサキ抽 出成分 が抗 虫性 を示す事、また木材腐朽菌 に対 して抗
菌活性 を有す ることは初 めての知見 となった。大量生産デザイ ンに関 しては、ムラサキ培養
細胞 を材料 に して シコニン生産時に機能す る遺伝子の網羅的解析 に着手 し、植物 における生
理活性物質の生産調節機構 の解明を試みた。
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